
　　　「落石対策便覧(平成29年12月）」正誤表

(令和５年６月２日更新）

頁
行、図
表等

(令和4年5月10日更新）

頁
行、図
表等

21
上から
19行目

項目の追加
ただし、(1+β) (1-μ/tanθ)が1.0を超える場合
は、1.0とする.

224
下から
1行目

T : 砂層厚（m）(ただし 0.9mとする) T : 砂層厚（m）(ただし T≧ 0.9mとする)

102

図3-26
フロー

チャート
のみ

訂正箇所
誤 正

訂正箇所
誤 正
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26
上から
11行目 参考文献10)に 参考文献10)に

40 表2-4

53 図2-6 レーザー計測データ等の取得・図化 レーザ計測データ等の取得・図化

73
表2-10
最下段

落石跳躍度の決定 落石跳躍高の決定

123
下から
4行目

(2)　構造に関する留意点 2)　構造に関する留意点

132
下から
1行目

縦ロープに作用する荷重W1 は 縦ロープに作用する荷重WⅠ は

133 図4-11

135
上から
8行目

金網幅1m当りの線交差点数n=1/2･sin42.5° 金網幅1m当りの線交差点数  n=1000/  (2S･sin42.5°)

151 表5-2

177 図5-13(b)

186 式(5-14)

訂正箇所
誤 正
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図をクリッ

クすると

拡大しま

す

http://www.road.or.jp/img/books/corrigenda/pdf/201222-1.pdf


187 図5-17

208 式(5-47)

367
下から
7行目

369
下から
3行目

tca：注入材と異形鉄筋の極限周面摩擦抵抗

[σck=24N/mm2](1.6N/mm2)

τca：注入材と異形鉄筋の許容付着応力度[σ

ck=24N/mm2](1.6N/mm2)

 

図をクリック

すると拡大

します

http://www.road.or.jp/img/books/corrigenda/pdf/181101-2.pdf

